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はじめに












ライネッケ（Carl H. C. Reinecke）は，１８２４年６月２３日にハンブルク城壁外のエルベ川沿いの都市アルトナに生
まれた。彼の父（Johann P. Rudolf Reinecke １７９５－１８８３）は音楽教師で当時，音楽理論家として有名であった。父
から音楽教育を受けたライネッケは子供の頃よりピアノに才能を見せ，同時にヴァイオリンやビオラも，彼の父のオー
ケストラの最後尾で演奏をしていた。子供の頃から努力して演奏に参加したことで，ベートーヴェン（Ludwig van
Beethoven１７７０－１８２７）や，モーツァルト（Wolfgang A. Mozart １７５６－１７９１）の交響曲や序曲，メンデルスゾーン










ライネッケの父は教育者としての才能があり，彼の通奏低音理論，ウェーバー（Jacob G. Weber １７７９－１８３９）の
作曲芸術論，マルクス（Adolf B. Marx １７９５－１８６６）の２巻の作曲理論などを用いて教育し，ライネッケは１３歳で
正規のフーガを作曲できた。ピアノはミューラー（August E. Mueller１７６７－１８１７）の教則本を基礎として，フンメ








ながら，フンメル，モシェレス（Ignaz Moscheles１７９４－１８７０），デュセック（Johan L. Dussek１７６０－１８１２），リー


























































































































































・ 早めに ff から pへディミニュエンドする弾き方
・ Tutti.から Soloへ入る際に少しルバートするよう指示等。
・ f を消して pに直してあること
等，楽譜を見ているだけで，この１００年前の楽譜を使ったピアニストの演奏が浮かんできた。
ここでライネッケのピアノ協奏曲について述べる。
第一番 嬰ヘ短調 fis−moll Op．７２（１８７９）
第二番 ホ短調 e−moll Op．１２０（１８７３）
第三番 ハ長調 C−dur Op．１４４（１８７８）

















第１楽章 Allegro ＝１５２ ２／２ h-moll ロ短調








































































































１）Doris Mundus編 Carl Reinecke Erlebnisse und Bekenntnisse Lehmstedt２００５
２）Arnfred Elder Robert Schumann und seine zeit Laaber２００２




６）最新名曲解説全集 第１３巻 室内楽曲 音楽之友社 １９８１
７）Die Musik in Geschichte und Gegenward１１ Baerenreiter１９８９
引用楽譜
１）Concert H moll fuer Pianoforte mit Orchester Op.２５４ Carl Reinecke
Jul. Heinr. Zimmermann１９０１（Pianoforte Solostimme）




Carl Reinecke composed four piano concertos. It is impossible to obtain these scores in Japan, because the
opportunity to perform them is rare worldwide.
In December ２００５, I was invited and performed the fourth piano concerto in Weisser Saal−Neues Schloss
Stuttgart, Germany.
Based on this work, I examined and considered to the fourth piano concerto, character of Carl Reineche,
and his connection with other musicians, by the rental score and his autobiography obtained from Germany.
A Study of the Carl Reinecke’s Piano Concerto Nr．４ in B Minor, Op.２５４
Yuriko MURASAWA
―３１７―
